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平成２５年度当初予算案における主要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部 局 名  

企  業  局  

 

 

 

 

 



Ⅰ　総　額

　　　　　　　　（単位：千円）

3,351,288 3,638,723 △ 7.9 3,669,456 3,415,665 7.4

収　益　的　収　支 2,081,733 2,079,289 0.1 2,034,214 1,931,304 5.3

資　本　的　収　支 1,269,555 1,559,434 △ 18.6 1,635,242 1,484,361 10.2

54,117,808 54,492,288 △ 0.7 70,283,621 71,034,857 △ 1.1

収　益　的　収　支 43,439,248 44,151,948 △ 1.6 42,107,707 42,157,662 △ 0.1

資　本　的　収　支 10,678,560 10,340,340 3.3 28,175,914 28,877,195 △ 2.4

　　平 成 ２ ５ 年 度　公 営 企 業 会 計 予 算 総 括 表

伸長率
（％）

支　　　　　　　　　出

平成２５年度
当初予定額

平成２４年度
当初予定額

伸長率
（％）

2 水道用水供給事業会計

平成２５年度
当初予定額

平成２４年度
当初予定額

収　　　　　　　　　入

会 計 名

工 業 用 水 道 事 業 会 計1

10,301,473 4,202,271 145.1 11,310,367 8,142,941 38.9

収　益　的　収　支 7,294,576 1,195,993 509.9 6,288,866 621,788 911.4

資　本　的　収　支 3,006,897 3,006,278 0.0 5,021,501 7,521,153 △ 33.2

67,770,569 62,333,282 8.7 85,263,444 82,593,463 3.2

収　益　的　収　支 52,815,557 47,427,230 11.4 50,430,787 44,710,754 12.8

資　本　的　収　支 14,955,012 14,906,052 0.3 34,832,657 37,882,709 △ 8.1

     

地 域 整 備 事 業 会 計

合 計

3

※ 収益的収支は、当該年度の事業活動に伴い予定される料金収入等の収益とそれに対応する維持管理費等の費用

※ 資本的収支は、建設改良等将来の収益に向けた投資や企業債償還金等に要する支出とその財源となる収入

※ 各会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、損益勘定留保資金等で補てん

－ 総括１ －



 

－ 総括２ － 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策 
（単位：千円） 

１ 安心・安全を広げる分野                       

○ 暮らしの安心・安全を確保する 

    安全な水の安定的な供給                                        

・水道水源開発施設整備事業                 ３，２３７，３５９ 

・武蔵水路改築事業                     ４３９，６２５ 

・滑川第二支線整備事業                   ２８５，４２４ 

・久喜新規支線整備事業                    ９８，７２７ 
 

○ 危機・災害に備える 

    危機管理・防災対策の強化                                        

新規・水質監視体制の強化                       ８７，５５８ 

 

   震災に強いまちづくり                                              

      ・第一次送水管路更新事業(支線)              １，００５，９８２ 

      ・荒川横断送水管路更新事業                 ２９７，９１４ 

    新規・工水配水管路更新事業                    ８９，３７０ 

      ・中継ポンプ所拡張整備事業                 ２３９，１６８ 

    新規・柿木浄水場排水処理施設等更新事業              ５９，３２４ 

      ・水道施設耐震化事業                    ３５４，５００ 

 

２ 経済・産業を支える分野 

○ 埼玉の成長を生み出す産業を振興する 

    新たな成長を導く次世代ビジネスの振興  

      ・水ビジネス関連事業                     １４，７２９ 

 

  産業集積の推進   

・白岡瀬地区産業団地整備事業(白岡西部産業団地)        ７３３，５９３ 

      ・幸手中央地区産業団地整備事業             ３，９２８，２２５ 

・杉戸屏風深輪地区産業団地整備事業             １０７，６８３ 

      ・産業団地整備支援調査費                   ５２，０００ 
 

○ 埼玉の成長を支える社会基盤をつくる 

  埼玉の成長を支えるまちづくり  

・白岡瀬地区産業団地整備事業(白岡西部産業団地)(再掲)      ７３３，５９３ 

      ・幸手中央地区産業団地整備事業(再掲)            ３，９２８，２２５ 

・杉戸屏風深輪地区産業団地整備事業(再掲)           １０７，６８３ 

      ・産業団地整備支援調査費(再掲)                 ５２，０００ 

 

３ 環境を守り育てる分野 

○ エネルギー利用を見直し地球温暖化を防ぐ３ 環境を守り育てる分野 

 環境に配慮した産業社会の構築                       

   再生可能エネルギー活用の推進                       

      ・環境対策事業                       ７５２，８３３ 
 

Ｐ１ 

 

 

Ｐ２ 

Ｐ４ 

Ｐ３ 



新 規 

－１－ 

水質監視体制の強化 
 

担当 水道管理課 

水質担当 

内線 ７０９４ 

 

１ 目 的 

  安全・安心な水道水質を確保するため、河川水質の変化や異常の早期発見

並びに緊急時における水質検査体制を強化する。 

 

２ 予算額     ８７，５５８千円 

 

３ 事業概要 

（１） 通常時の河川監視の強化 

河川における水質検査地点数、頻度、検査対象項目を拡充し、水道水の安全性

をさらに高める。 

ア 大久保浄水場及び庄和浄水場に分析機器を整備し、サテライト分析所とし

て活用する。 

サテライト分析所用分析機器設置 ２０，０３４千円 

サテライト分析所工事費       １２，９００千円 

水質検査業務費           ３８，８７４千円 

 

イ 水質管理センターに分析機器を増設する。 

水質管理センター分析機器増設  １５，７５０千円 

 

 平成２４年度 平成２５年度 

検査地点数 ２０地点 ２７地点 

検査頻度(最重要３地点※) １回／月 ４回／月 

検査項目数(最重要３地点※) ４３項目 ６４項目 

年間総検査数(検体数×項目数) 約 ８，０００ 約 ２０，０００ 

※大久保、庄和、行田浄水場の原水 

 

（２） 緊急時の水質検査体制の強化 

緊急時には、新設したサテライト分析所の機器をフル活用することにより、全

県での検査結果の早期把握と検査頻度の増加を図る。 

検査時間 約６時間 → 約４時間 （搬送時間の短縮による） 

検査頻度 約２倍（6件／時 → 12 件／時） 



 

－２－ 

危機・防災対策事業 

 

担当 水道管理課 

大久保・行田・吉見担当 

内線 ７０７７ 

 

１ 目 的 

  地震動レベル２（震度６強程度）に対応した管路・施設等の耐震化を図るとと

もに、災害時の水量確保のために調整池を整備する。 

 

２ 予算額   ２，０４６，２５８千円 

 

３ 事業概要 

（１）管路の更新・耐震化        １，３９３，２６６千円 

  ア 第一次送水管路更新計画及び荒川横断送水管路更新事業に基づき、水道管

の更新・耐震化を実施する。 

  イ 第一次配水管路更新計画に基づき、工業用水の水管橋耐震診断及び耐震補

強実施設計を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調整池の整備、施設の耐震化等     ６５２，９９２千円 

  ア 地震などによる長時間の停電においても必要な水量を確保する送水調整池

増設や浄水場施設の耐震補強工事等を実施する。 

  イ 老朽化の著しい柿木浄水場排水処理施設等の更新を実施する。 

   【中継ポンプ所拡張整備事業】 

    ・上赤坂中継ポンプ所（狭山市） 

      20,000m3/池×2池 増設 

    ・江南中継ポンプ所（熊谷市） 

      10,000m3/池×1池 増設 

   【柿木浄水場排水処理施設等更新事業】 

    ・排水処理施設、電気設備等の更新設計 
既設 送水調整池 

(上赤坂中継ポンプ所) 

第一次送水管路更新事業(支線)

柿木浄水場

(工業用水)

荒川横断送水管路更新事業 



 

－３－ 

水ビジネス関連事業 

  

担当 総務課                

国際水事業・人材開発担当 

内線 ７０１６         

 

１ 目 的 

  今後、成長が見込まれるアジア市場をターゲットに、国際技術協力と企業局の

ノウハウを提供した官民連携によるビジネス案件の形成を目指す。 

 

２ 予算額         １４，７２９千円 

 

３ 事業概要 

（１）国際技術協力    １２，７６２千円 

 JICA 事業を活用し、タイ王国及びラオス国における水処理技術等の技術支援

を実施する。 

 

≪タイ≫水処理管理マニュアル策定や 
施設改善の提案          

平成２３年４月～平成２６年３月（３年間） 

    

≪ラオス≫浄水場の拡張・施設整備に係る 
基本計画策定の支援   

平成２４年８月～平成２９年８月（５年間） 
 

 

（２）官民連携の推進    １，５８６千円 

   県内企業の海外展開を支援する。 

 

  ≪県内企業が取り組む海外水ビジネス案件≫ 

    ・タイ工業用水供給案件 

    ・マレーシア水処理薬品製造案件等 

 

タイ工業用水供給案件の現地実証プラント 

 

（３）英語版パンフレットの作成    ３８１千円  

タイにおける技術支援 
（水源の水質検査手法を指導） 



－４－ 

環境対策事業 

 

担当 水道管理課    

水運用・省エネ担当 

内線 ７０９５ 

 

１ 目 的 

  地球温暖化対策を推進するため、省エネ機器の導入、再生可能エネルギーの活

用を行い、より一層の環境対策に取り組む。 

 

２ 予算額     ７５２，８３３千円 

 

 

３ 事業概要 

（１）省エネ機器の導入 

・取水、配水ポンプのインバータ化(回転数制御による使用電力量の削減) 

１５７，１２７千円 

  導入箇所 大久保浄水場、庄和浄水場 

 

・照明設備のＬＥＤ化                １３，２６１千円 

  導入箇所 行田浄水場、水道整備事務所 

   

（２）再生可能エネルギーの活用 

・太陽光発電設備の導入              ５８２，４４５千円 

     導入箇所 吉見浄水場 

     規  模 ７００ｋＷ（自家消費） 

          ２４５ｋＷ（売電） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置イメージ（行田浄水場太陽光発電設備写真） 
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